
本
稿
は
、
宝
永
元
年

(

一
七
〇
四)
に
本
堅
田
村
庄
屋
が
作
成
し
た

『

本
堅
田
村
諸
色
留
帳

(�)』
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
本
紀
要
で
は
、
元
禄
一
三
年
、
元
禄
一
四
年
の
二
年
分
に
つ

い
て
、
本
堅
田
村
の

｢

留
帳｣

を
翻
刻
・
紹
介
し
て
い
る
が

(�)
、
本
稿
は
そ
の
続
編
で
あ
る
。
本
堅

田
村
の
領
主
堀
田
氏
や
、
堅
田
藩
領
に
つ
い
て
の
概
要
は
前
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

で
は
本
年
の

｢

留
帳｣

か
ら
、
堅
田
藩
の
地
方
支
配
や
、
本
堅
田
村
を
含
む
湖
西
地
域
の
人
々

の
生
活
に
関
わ
る
記
事
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

一

地
方
支
配

地
方
支
配
に
関
し
て
は
、
藩
の
郡
方
役
所
の
動
向
や
、
地
方
支
配
機
構
に
関
す
る
記
事
が
見
ら

れ
る
。

堅
田
藩
の
地
方
支
配
は
、
郡
奉
行
が
担
っ
た
。
こ
の
時
期
の
郡
奉
行
は
二
名
の
勤
務
で
、
一
名

宛
が
原
則
隔
月
で
職
務
の
責
任
者
と
な
っ
た

(

月
番)

。
お
そ
ら
く
月
番
が
変
更
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
月
番
の
手
代
衆
も
変
更
と
な
る
こ
と
が
旅
籠
や
郷
中
の
宿
へ
通
達
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
つ

か
ん
だ
本
堅
田
村
の
庄
屋
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
藩
の
正
式
な
触
・
達
で
は
な
く
、
庄
屋

の
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報
で
あ
る
。
庄
屋
の
持
つ
情
報
収
集
能
力
が
村
内
行
政
に
活
か

さ
れ
て
い
る
事
例
と
も
言
え
よ
う
。

二
月
に
は
、
藩
の
求
め
に
応
じ
た
年
貢
先
納
銀
に
つ
い
て
、
そ
の
利
率
に
関
す
る
願
書
を
出
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
滋
賀
郡
の
惣
代
が
普
門
村
、
南
高
嶋
の
総
代
が
下
小
川
村
、
北
高
嶋
の
総

代
が
浜
分
村
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
惣
代
の
三
村
と
は
別
に
本
堅
田
村
庄
屋
二
名
が
署
名
・
捺

印
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
納
金
と
い
う
性
格
上
、
都
市
的
要
素
が
含
ま
れ
る
堅
田
に
お
け
る
商

人
の
財
力
と
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
の
事
例
は
、
酒
波
山
に
あ
っ
た
堅
田

藩
の
御
用
林
の
切
り
出
し
に
関
す
る
願
書
で
も
見
ら
れ
る

(

八
月)

。
そ
こ
で
は
、
滋
賀
郡
の
惣

代
と
し
て
本
堅
田
村
が
、
北
高
嶋
の
惣
代
と
し
て
浜
分
村
の
庄
屋
が
署
名
・
捺
印
し
て
い
る
。
郡

単
位
な
ど
の
地
域
を
代
表
す
る
惣
代
が
願
書
を
提
出
す
る
と
い
う
形
を
取
る
こ
と
が
、
様
々
な
事

柄
に
応
じ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

二

触
と
人
々
の
生
活

宝
永
元
年
に
は
、
人
々
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る
法
令
が
全
国
規
模
で
い
く
つ
か
出
さ
れ
、
堅

田
藩
領
で
も
触
が
出
さ
れ
て
い
る
。

四
月
一
〇
日
に
は
、
元
禄
か
ら
宝
永
へ
と
改
元
さ
れ
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
改
元
は
三

月
一
三
日
で
あ
っ
た
た
め
、
堅
田
藩
領
に
は
約
一
月
後
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
様
々
な
文

書
作
成
の
場
面
で
新
た
な
元
号
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
鳴
物
停
止
触
と
い
う
法
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
触
は
、
将
軍

と
そ
の
縁
者
や
、
幕
府
の
要
職
に
就
い
て
い
る
者
、
各
藩
の
藩
主
な
ど
が
没
し
た
場
合
、
鳴
物
や

普
請
な
ど
音
の
出
る
行
動
が
規
制
さ
れ
る
法
令
で
あ
る
。
要
職
に
あ
る
人
物
に
対
し
、
国
家
を
挙

げ
て
喪
に
服
す
る
こ
と
が
法
度
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

東
谷

智
・
鎌
谷
か
お
る
・
栗
生

春
実
・
郡
山

志
保

高
橋

大
樹
・
水
本

邦
彦
・
山
本

晃
子

｢

本
堅
田
村
諸
色
留
帳｣

(

三)

宝
永
元
年

(七)

史
料
翻
刻



本
年
の

｢

留
帳｣

に
は
、
二
例
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
徳
川
綱
吉
の
娘
で
あ
る
鶴
姫
が
四
月
一

二
日
に
没
し
た
際
の
鳴
物
停
止
触
で
、
も
う
一
つ
は
九
月
二
四
日
に
老
中
阿
部
正
武
が
死
去
し
た

際
の
触
で
あ
る
。

そ
の
他
、
幕
府
が
出
し
た
た
ば
こ
の
作
付
け
に
関
す
る
触
や
、
堅
田
藩
が
出
し
た
酒
運
上
の
触

な
ど
、
人
々
の
生
活
に
関
わ
る
触
も
多
数
含
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
幕
府
や
藩
は
触
に
よ
っ
て
村
々
に
自
ら
の
意
志
を
伝
え
た
が
、
誤
っ
た
触
を
出
し

た
場
合
、
触
の
内
容
を
訂
正
す
る
触
を
出
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
納
米
の
米
値
段
に
つ
い
て
触
れ

た
一
一
月
二
四
日
の
触
は
二
通
あ
る
が
、
一
通
目
に
は
墨
で
抹
消
さ
れ
て
お
り
、
二
通
目
に
は

｢

先
達
而
申
遣
候
義
相
違
候
間｣

と
い
う
理
由
で
触
が
出
し
直
さ
れ
て
い
る
。

三

庄
屋
の
職
務

本
堅
田
村
の
庄
屋
の
職
務
の
一
つ
に
、
土
地
と
人
の
管
理
が
あ
っ
た
。
引
越
な
ど
に
よ
る
住
人

の
移
動
や
、
土
地
の
所
有
者
が
変
更
に
な
る
と
、
本
堅
田
村
庄
屋
か
ら
郡
奉
行
に
宛
て
て
願
書
や

届
け
書
き
を
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
職
務
は
一
般
的
な
庄
屋
の
職
務
で
あ
る
が
、
宝
永
元
年
に

新
た
に
庄
屋
の
職
務
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

七
月
一
〇
日
に
は
庄
屋
喜
兵
衛
が
木
戸
口
の
鍵
の
管
理
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
喜
兵
衛
は

｢

寺
ノ
図
子
木
戸
口｣

の
鍵
を
預
か
り
、
明
け
六
つ
時

(

午
前
六
時)

に
鍵
を
開
け
、
暮
れ
六
つ

時
に
錠
前
さ
し
て
鍵
を
閉
め
る
役
儀
を
命
じ
ら
れ
、
鍵
と
錠
前
を
藩
の
役
人
か
ら
渡
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
治
安
維
持
は
領
主
の
役
割
で
あ
っ
た
が
、
一
部
を
地
域
が
担
う
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い

た
。
七
月
二
八
日
の
一
札
は
、
操
り
人
形
の
勧
進
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
勧
進
は
寺
社
な

ど
で
行
わ
れ
、
人
形
を
操
る
傀
儡
師

く

ぐ

つ

し

が
各
地
域
を
ま
わ
る
興
行
で
あ
っ
た
。
多
く
の
人
々
が
寺
社

に
集
ま
る
こ
と
か
ら
、
寺
社
で
は
賽
銭
収
入
な
ど
が
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
一
方
、
多

く
の
人
々
が
群
集
す
る
こ
と
か
ら
、
勧
進
興
行
は
様
々
な
も
め
事
の
要
因
と
も
な
っ
た
。
こ
の
一

札
は
、
金
銭
の
出
入
り
や
喧
嘩
口
論
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
勧
進
元
が
庄
屋
に
約
束
し
た
も
の
で
、

も
め
事
を
未
然
に
防
ぐ
役
割
の
一
端
を
庄
屋
が
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

自
然
と
生
業

こ
こ
で
は
水
防
に
関
す
る
触
を
紹
介
し
た
い
。
五
月
六
日
に
は
、
筍
が
採
れ
る
季
節
で
あ
る
の

で
、
堤
の
筍
を
抜
か
な
い
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
牛
馬
を
堤
で
放
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。
堤
は
、
植
え
ら
れ
た
竹
が
土
中
に
地
下
茎
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
強
度
を
確
保

し
て
い
た
。
筍
を
掘
る
こ
と
に
よ
り
、
堤
の
強
度
が
保
て
な
く
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
出
さ

れ
た
触
で
あ
る
。

琵
琶
湖
に
面
す
る
地
域
で
は
、
琵
琶
湖
の
水
位
の
変
化
が
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。
四

月
に
は
、
水
位
上
昇
に
よ
っ
て
水
が
漬
い
て
し
ま
っ
た
田
地
、
お
よ
び
水
位
が
下
が
っ
た
た
め
、

水
が
干
上
が
っ
た
田
地
双
方
に
つ
い
て
、
稲
の
植
え
付
け
方
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
自
然
環

境
の
変
化
が
人
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

五

お
わ
り
に

本
稿
は
、
以
下
の
方
針
で
翻
刻
を
行
っ
た
。

�、原
則
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
一
部
の
固
有
名
詞
で
は
旧
字
体
や
異
体
字
を
残
し

た
。

�、変
体
仮
名
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
が
、
而
、
茂
な
ど
書
か
れ
て
い
る
字
体
を
そ
の
ま
ま
用

い
た
も
の
も
あ
る
。

�、注
記
、
傍
注
な
ど
を
適
宜
加
え
た
。

�、ミ
セ
消
チ
は
、
一
部
原
文
の
形
態
と
は
異
な
る
表
記
を
し
た
。

二
〇
一
五
年
度
も
堅
田
藩
大
庄
屋
文
書
研
究
会
の
会
員

(�)

お
よ
び
科
学
研
究
費

(�)

の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る

『
日
記』

の
輪
読
を
活
動
の
中
心
に
据
え
、
堅
田
藩
・
堅
田
藩
領
関
係
の
史
料
の
調
査
お
よ
び

分
析
を
進
め
て
い
る
。

�注�(�)
以
下

｢

留
帳｣
と
略
記
す
る
。
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(�)
東
谷
智
・
鎌
谷
か
お
る
・
栗
生
春
実
・
郡
山
志
保
・
高
橋
大
樹
・
水
本
邦
彦
・
山
本
晃
子

｢

史
料
翻

刻
『

本
堅
田
村
諸
色
留
帳』

(

一)

│
元
禄
一
三
年
│｣

(『

甲
南
大
学
紀
要』

文
学
編
一
六
四
、
二
〇

一
四)

。
同

｢

史
料
翻
刻

『

本
堅
田
村
諸
色
留
帳』

(

二)

│
元
禄
一
四
年
│｣

(『

甲
南
大
学
紀
要』

文

学
編
一
六
五
、
二
〇
一
五)

。

(�)
研
究
会
の
会
員
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

新
木
慧
一

鎌
谷
か
お
る

栗
生
春
実

郡
山
志
保

高
橋
大
樹

東
谷
智

水
本
邦
彦

山
本
晃
子

(�)
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

(｢

譜
代
小
藩
堅
田
藩
の
基
礎
的
研
究
│
地
域
社
会
の
変
容
と

藩
政
の
展
開
│｣

(
基
盤
研
究�(
研
究
課
題
番
号：

25370808)

、
研
究
代
表
者
東
谷
智)

の
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
研
究
組
織
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

研
究
代
表
者

東
谷
智

研
究
分
担
者

井
上
智
勝

鎌
谷
か
お
る

平
野
哲
也

研
究
協
力
者

栗
生
春
実

郡
山
志
保

高
橋
大
樹

山
本
晃
子

(

東
谷

智)

東谷智・鎌谷かおる・栗生春実・郡山志保・高橋大樹・水本邦彦・山本晃子：｢本堅田村諸色留帳｣ (三) ……(九)



(
表
紙)

｢
元
禄
拾
七
年

本
堅
田
村
諸
色
留
帳

申
正
月
十
二
日

｣

�、毎
年
之
通
村
々
川
除
之
儀
念
入
内
目
論
見
仕
差
上
ケ
可
申
候
、

尤
当
月
晦
日
、
右
普
請
目
録
村
々
不
残
持
参
可
申
候
、
其
外

道
・
橋
破
損
之
所
繕
普
請
等
可
申
付
候
、
以
上中

村
庄
介

申
正
月
十
二
日

田
中
文
内

〆
二
通
出
ル

堅
田
村�
衣
川
・
大
野
・
普
門
・
中
村
へ
壱
通

沢
村�
又
壱
通
出
ル

大
小�
船
改
員
数
帳

�、大�
壱
艘

何
右
衛
門

�、大�
壱
艘

何
左
衛
門

�、中�
壱
艘

何
兵
衛

�、中�
壱
艘

何
大
夫

�、小�

壱
艘

何
右
衛
門

�、小�

壱
艘

同
人

�、小�

壱
艘

何
左
衛
門

�、小�

壱
艘

同
人

�、小�

壱
艘

何
兵
衛

ゑ
り
か
き
船

�、小�

壱
艘

何
右
衛
門

�、小�

壱
艘

何
左
衛
門

田
地
養
船

�、小�

壱
艘

何
右
衛
門

�、小�

壱
艘

同
人

�、小�

壱
艘

何
左
衛
門

�、小�
壱
艘

同
人

惣�
船
合
何
百
何
拾
何
艘�何

拾
何
艘

御
運
上
在
之
分

内

何
拾
何
艘

ゑ
り
か
き
船

何
拾
何
艘

田
地
養
船

右
者
当
村
銘
々
所
持
之
大
小�
船
不
残
帳
面
書
付
指
上
申
候
、

此
外
に
壱
艘
茂�
船
無
御
座
候
、
若
隠
船
仕
置
後
日
顕
申
候
者
、

い
ケ
様
之
曲
事
ニ
も
可
被
仰
付
候
、
以
上何

郡
何
村
庄
屋

元
禄
十
七
年
申
何
月

誰
印

同
村
舟
年
寄

誰
印

船
改
と
し
て
当
月
廿
二
日
・
三
日
両
日
之
内
、
木
濱
村
江
罷
越
、

そ
れ�
段
々
相
廻
可
申
候
、
右
案
文
之
通�
之
舟
員
数
斗
人
別

ニ
相
認
置
、
其
村
江
罷
越
候
時
分
指
出
可
申
候
、
右
之
通
う
つ

し
留
無
滞
早
々
先
々
へ
相
廻
可
被
申
候
、
以
上

申
正
月
十
六
日

鈴
木
金
兵
衛
印

海
津

西
濱

中
之
庄

貫
川

領
家

今
津

馬
原

森
村

深
溝

太
田

南
船
木

横
江

今
在
家

永
田

知
内

北
新
保

深
清
水

北
仰

新
保

木
津

田
井

針
江

藁
薗

北
船
木

川
嶋

藤
江

横
江
濱

ミ
つ
屋

下
小
川

大
溝

打
下

北
小
松

南
小
松

北
比
良

南
比
良

大
物

荒
川

木
戸

守
山

舟
路

北
濱

南
濱

真
野

今
堅
田
節
舟

今
堅
田

西
ノ
切

本
堅
田

雄
琴

苗
鹿

比
叡
辻

坂
本

大
津

右
村
々
庄

屋
中

舟
年
寄

右
村
下
ニ
致
印
形
、
無
滞
早
々
相
廻
し
可
被
申
候
、
田
地
養
舟

焼
印
い
た
し
候
間
、
と
も
板
之
外
け
す
り
お
き
可
申
候
、
以
上

右
御
書
一
通
申
正
月
廿
五
日
釣
猟
師�
来
り
、
則
写
西
ノ
切

ヘ
茂
右
衛
門
為
持
遣

覚

�、当
申
之
年
宗
旨
五
人
組
帳
相
認
、
来
ル
三
月
十
五
日
前
ニ
差

出
シ
可
被
申
候
、
尤
人
別
無
相
違
様
ニ
帳
面
相
認
、
指
上
ケ

可
被
申
候
、
前
々
之
通
、
此
方
ニ
而
帳
面
致
吟
味
、
其
上
寺

判
形
等
取
可
申
候
間
、
先
仮
と
ぢ
ニ
而
出
シ
可
被
申
候
、
以

上
正
月
廿
九
日

中
村
庄
介

本
堅
田
初
郷
中
不
残
□
申
候

請
取
申
先
納
銀
之
事

合
銀
拾
四
貫
五
百
九
拾
五
匁
三
分
壱
厘
也

右
者
来
申
ノ
御
物
成
米
先
納
為
代
銀
、
慥
請
取
申
処
実
正
也
、

壱
ケ
月
壱
分
三
之
利
足
ヲ
加
、
来
申
ノ
十
一
月
中
ニ
御
物
成
ヲ

以
可
返
済
者
也
、
仍
而
如
件

亀
田
傳
右
衛
門
印

元
禄
拾
六
年
未
ノ

高
田
仁
右
衛
門
印

十
二
月
廿
七
日

笹
倉
新
八
印

有
坂
政
右
衛
門
印
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本
堅
田
村
庄
屋
中

右
之
銀
町
々
へ
手
形
遣
候
留

覚

�、銀
何
貫
何
百
匁
也

右
ハ
来
申
ノ
為
先
納
銀
被
差
上
、
御
証
文
ハ
一
紙
ニ
此
方
へ

預
り
置
申
候
、
利
足
之
儀
ハ
月
壱
分
三
ニ
被
仰
付
候
、
為
其

小
手
形
、
仍
而
如
件

元
禄
拾
六
年

庄
屋
十
郎
右
衛
門
印

未
十
二
月
廿
七
日

喜
兵
衛
印

何
屋
誰
殿
ま
い
る

�、貞
津
借
や
ニ
目
や
ミ

(

病)

借
宅
仕
居
申
候
仁
、
名
ハ
伊
兵
衛
と
申

候
由
、
小
東
丁
二
郎
左
衛
門
道
レ

同
ニ
て
二
月
九
日
ニ
相
断

被
申
候
ハ
、
正
月
廿
五
日�
六
日
、
七
日
迄
ノ
内
ニ
ぬ
す
人

ニ
あ
い
申
候
由
、
と
ら
れ
申
品
々
二
い
ろ
御
座
候
ニ
付
、
町
々

質
屋
御
吟
味
可
被
下
と
の
断
ニ
付
相
触
申
候
事

�、わ
た
入
壱
つ
、
表
つ
む

(

紬)

ぎ
か
ば
小
も
ん
無
絞
、
裏
木
綿
と

く
さ
い
ろ

(

木

賊

色)

、
む
し

(

無
地)

�、わ
た
入
羽
織
壱
つ
、
表
木
綿
ひ
ん
ろ
う
し

(

檳

榔

樹)

染
、
裏
木
綿
嶋
、

尤
無
紋

〆
二
い
ろ
、
則
町
々
へ
二
月
九
日
ニ
相
触
申
候
事

添
手
形
之
事

�、金
合
三
百
五
拾
両
也

右
者
堀
田
兵
部
様

(

正

高)

為
御
用
金
、
貴
殿�
御
用
ニ
御
立
被
成
候
処

ニ
実
正
也
、
御
返
済
之
儀
ハ
来
申
ノ
先
納
米
払
代
金
ヲ
以
御
渡

シ
被
成
候
定
也
、
則
先
納
米
御
証
文
貴
殿
方
へ
相
渡
置
申
候
、

然
上
者
来
申
ノ
霜
月
御
物
成
米
請
取
、
我
々
共�
急
度
返
済
可

申
候
、
為
其
添
手
形
仍
如
件

本
堅
田
村
庄
や

八
郎
兵
衛
印

未
極
月
廿(

日
脱)

十
郎
右
衛
門
印

喜
兵
衛
印

市
兵
衛
印

吉
兵
衛
印

衣
川
村
庄
や

徳
左
衛
門
印

斧
屋
弥
市
郎
殿

口
上

�、当
村
東
野
々
内
町
五
郎
右
衛
門
後
家
妙
慶
と
申
者
、
当
地
住

居
之
者
ニ
而
御
座
候
、
然
所
ニ
年
罷
寄
行
歩
不
自
由
ニ
罷
成

申
候
、
世
忰
平
兵
衛
と
申
者
、
京
都
矢
部
主
膳
様
方
ニ
数
年

御
奉
公
相
勤
、
則
長
屋
住
居
仕
罷
有
候
ニ
付
、
当
村
田
畑
屋

敷
惣
高
壱
石
六
斗
七
升
三
合
御
座
候
ヲ
、
則
五
郎
右
衛
門
弟

佐
次
兵
衛
方
へ
預
ケ
置
、
右
平
兵
衛
方
へ
引
越
申
度
奉
存
候
、

御
公
儀
様
へ
右
之
通
御
願
被
下
候
様
ニ
奉
願
候
、
以
上

元
禄
拾
七
年
申

本
堅
田
村
東
の
ゝ
内

二
月
十
九
日

五
郎
右
衛
門
後
家

妙
慶
印

五
郎
右
衛
門
弟

佐
次
兵
衛
印

東
の
切
年
寄

清
右
衛
門
印

本
堅
田
庄
屋
中

右
御
願
申
上
候
通
御
吟
味
仕
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
引
越
申

候
様
ニ
被
仰
付
被
下
候
者
、
忝
可
奉
存
候
候
、
以
上

申
二
月
廿
一
日

本
堅
田
村
庄
屋

十
右
衛
門
印

長
兵
衛
印

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

�、今
日
笹
倉
新
八
首
尾
能
御
暇
被
下
候
、
有
坂
政
右
衛
門
当
御

役
御
免
、
其
上
閉
門
被

仰
付
候
、
右
之
通
ニ
候
間
村
々
為

智
如
此
ニ
候
、
此
廻
状
無
遅
々
相
廻
し
可
申
候
、
以
上

二
月
廿
二
日

亀
田
傳
右
衛
門
印

高
田
仁
右
衛
門
印

堅
田
初
御
下
中
不
残
三
通
ニ
て
廻
り
申
候

口
上

�、私
儀
、
身
上
不
勝
手
ニ
付
、
下
坂
本
村
酒
屋
庄
兵
衛
方
へ
奉

公
ニ
罷
出
申
候
、
夫�
大
津
ニ
当
春�
住
宅
仕
居
申
候
、
大

中
町
家
屋
敷
御
未
進
共
ニ
姉
妙
清
へ
相
渡
シ
申
候
、
然
上
ハ

右
家
屋
敷
ニ
付
向
後
少
も
申
分
無
御
座
候
、
若
外�
妨
申
者

御
座
候
ハ
ヽ
、
証
人
源
兵
衛
罷
出
申
分
ケ
仕
、
少
も
御
難
儀

懸
申
間
敷
候
、
御
公
儀
様
へ
引
越
申
候
様
ニ
御
願
被
成
可
被

下
候
、
以
上

元
禄
拾
七
年

願
人
大
中
丁

申
ノ
二
月
廿
二
日

妙�
清�仁左

衛
門
印
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証
人
同
町

源
兵
へ
印

年
寄
同
丁

二
郎
左
衛
門
印

同
断

五
郎
右
衛
門
印

本
か
た
ゝ
村

御
庄
や
中
ま
い
る

右
之�
通�
御
願
申
上
候
通
吟
味
仕
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
引
越

申
候
様
ニ
被
為

仰
付
被
下
候
者
忝
可
奉
存
候
、
以
上

申
二
月
廿
三
日

本
堅
田
村
庄
や

十
郎
右
衛
門
印

キ
兵
衛
印

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

覚

�、高
七
升
九
合

屋
敷
高

田
畑
高
無
御
座
候

右
者
大
中
町
仁
左
衛
門
持
分
ニ
而
御
座
候
、
今
度
奉
願
姉
妙
清

ニ
相
渡
し
申
候
、
別
紙
願
書
差
上
申
候
、
以
上

申
二
月
廿
三
日

本
堅
田
庄
や

十
郎
右
衛
門
印

キ
兵
衛
印

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
訴
訟

�、先
納
金
利
足
之
儀
、
唯
今
迄
ハ
月
壱
分
三
ニ
被
為
仰
付
村
々

難
義
仕
候
、
村
々
ニ
而
借
用
仕
候
金
子
ハ
、
諸
方
ニ
て
調
申

儀
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、
月
一
分
半
或
ハ
二
割
な
ら
て
ハ
借
用
不

被
申
候
、
依
之
惣
百
姓
迷
惑
仕
候
、
畏
御
慈
悲
ニ
被
為
聞
召

分
ケ
、
利
足
之
儀
月
壱
分
八
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
者
難
有
可

奉
存
候
、
以
上

本
堅
田
庄
や

十
郎
右
衛
門
印

元
禄
拾
七
年
申
二
月
廿
六
日

喜
兵
衛
印

滋
賀
郡
惣
代

普
門
村
庄
や

半
兵
衛
印

南
高
嶋
惣
代

下
小
川
庄
や

市
大
夫
印

北
高
嶋
惣
代

濱
分
村
庄
や

太
郎
兵
衛
印

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

覚

�、南
ノ
葭
百
三
匁
壱
分
ニ

売
渡
し
、
只
今
右
之
銀
慥
受
取
申
候
、
縦
少
成
共
御
公
儀
様

へ
御
入
用
ニ
付
、
御
苅
被
成
候
共
、
其
割
ヲ
以
差
引
可
申
候
、

為
後
日
請
取
手
形
如
件

元
禄
拾
七
年
申
三
月
三
日

庄
や
八
郎
兵
衛

十
郎
右
衛
門

喜
兵
衛

市
兵
衛

�、北
之
葭
六
拾
八
匁
六
分
七
厘
ニ
売
渡
し
申
候
、
右�
案
文
右
同

断
申

庄
や

三
月
三
日

十
郎
右
衛
門

喜
兵
衛

市
兵
衛

辻�
八�
郎�
兵�
衛�
殿�野々内孫右衛

門
殿

(

後
筆)

｢

二
口〆

百
七
十
一
匁
七
分
七
り

此
内

百
弐
匁
七
分
三
り
西
当
り

六
拾
九
匁
四
り
東
当
り

此
内
へ
六
十
八
匁
六
分
七
り
受
取

残
三
分
七
り
十
郎
右
衛
門�
可
取

申
三
月
九
日
請
取
申
候｣

請
負
手
形
事

�、小
東
町
清
右
衛
門
世
忰
六
兵
衛
と
申
者
、�
江
村
茂
右
衛
門

方
へ
養
子
ニ
遣
シ
申
候
、
此
六
兵
衛
ニ
付
、
い
ケ
様
之
六
ヶ

敷
儀
出
来
仕
候
共
、
判
形
之
者
共
罷
出
、
急
度
埒
明
可
申
候
、

貴
殿
方
ヘ
ハ
少
茂
御
難
掛
ケ
申
間
敷
候
、
為
後
日
之
如
件
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証
人
小
東
町
年
寄

次
郎
左
衛
門
印

元
禄
十
七
年

同
大
東
町
年
寄

申
三
月
九
日

庄
助
印

六
兵
衛
親

清
右
衛
門
印

本
堅
田
庄
屋

年
寄
中

一
札
之
事

�、此
六
兵
衛
と
申
者
、
出
生
堅
田
村
清
右
衛
門
と
申
者
世
忰
ニ

而
御
座
候
、
此
度�
江
村
茂
右
衛
門
方
へ
養
子
ニ
遣
申
候
、

脇�
構
無
御
座
候
、
宗
門
ハ
代
々
東
本
願
寺
末
寺
光
徳
寺
旦

那
ニ
而
御
座
候
、
為
其
仍
如
件

本
堅
田
村
庄
や

元
禄
拾
七
申

喜
兵
衛
印

正
月

同

十
郎
右
衛
門
印

年
寄

彦
右
衛
門
印

同

勘
兵
衛
印

六
兵
衛
親

清
右
衛
門
印

�
江
村
庄
や

忠
右
衛
門
殿

覚

�、竹
百
三
本

目
通
り
四
寸
、
五
寸
廻
り

�、小
柄
竹
四
■束

長
弐
間
半
、
弐
尺
五
寸

な
わ
ニ
し
て

右
之
通
相
渡
シ
可
被
申
候
、
為
其
如
此
候
、
以
上

三
月
十
四
日

田
中
文
内
印

下
在
地
村

向
在
地
村

庄
屋
中ま

い
る

(

追
筆)

｢

申
三
月

�、杭
百
拾
本
御
公
儀�拝

領
仕
候｣

�、水
場
村
々
田
方
植
付
之
時
節
ニ
候
間
、
無
油
断
田
か
へ
し
水

干
相
考
、
随
分
植
出
し
仕
候
様
ニ
、
小
百
姓
迄
可
被
申
渡
候

�、水
所
植
付
候
而
、
水
込
苗
損
シ
候
田
地
へ
稗
植
ま
せ

(

混)

申
事
、

堅
無
用
ニ
候
、
随
分
苗
を
大
切
ニ
か
こ
い
置
候
而
、
時
節
過

候
共
、
稲
を
植
可
申
候
、
と
か

(

兎
角)

く
い
ね
と
ひ
へ
と
一
か
ぶ
ま

ぜ
之
や
う
ニ
う
へ
ま
せ
申
間
敷
候
、
稲
苗
ま
ば
ら
に
有
之
候

て
、
最
早
時
節
過
、
な
へ
も
無
之
候
節
者
、
ひ
へ
を
ま
ざ
し

不
申
差
置
可
申
候

�、苗
植
候
時
分
過
候
ハ
ヽ
、
水
干
之
田
地
江
例
年
之
通
、
稗
う

へ
可
申
候
、
以
上

亀
田
傳
右
衛
門
印

四
月
二
日

高
田
仁
右
衛
門
印

本
堅
田
村
、
中
村
、
北
比
良
村
、
沢
村

小
松
村
、
鴨
村
、
小
川
村
、
太
田
村

新
保
村
、
濱
分
村
、
北
仰
村
、
桂
村

右
村
々
庄
屋
中

未申�
四
月
、
月
番
亀
田
傳
右
衛
門
様
番
御
手
代
衆
ハ
中
村
庄
助
殿

へ
可
申
談
候
、
五
月
ハ
高
田
仁
右
衛
門
様
ニ
て
候
、
御
手
代
衆

ハ
文
内
殿
ニ
て
候
間
、
左
様
ニ
御
心
得
可
有
之
候

申
四
月
二
日
ニ
申
来
候
ヲ
写
申
候
、
是
ハ
旅
屋
衆
、
又
ハ
郷

中
宿
々
へ
申
来
候
ヲ
写
シ
申
候
事

�、今
度
年
号
之
儀

宝
永
と
替
り
候
由
、
御
触
申
来
候
、
向
後

其
旨
可
被
存
候
、
右
之
段
為
可
知
、
如
件
ニ
候
、
以
上

亀
田
傳
右
衛
門

四
月
十
日

高
田
仁
右
衛
門

御
下
中
三
通
ニ
而
廻
ル

未
十
一
月
朔
日�
申
二
月
晦
日
迄
御
下
中
人
足
舟
ち
ん
割
符
之

内
、
北
高
嶋
六
ヶ
村
并
い
か
立
ノ
内
下
在
地
村
御
賄
ニ
違
有
之

由
被
仰
付
、
則
御
減
被
成
候
留

�、御
賄
代
五
百
三
拾
匁
九
分
八
厘

北
高
嶋

六
ヶ
村
分

但
、
未
ノ
年
中�
申
ノ
二
月
晦
日
迄
ノ
御
賄
也

此
人
足
平
均
壱
人
ニ
壱
匁
五
分
ノ
御
積
り
被
成
候
而
、
人
数

三
百
五
十
四
人
と
御
定
被
成
候
、
此
直
段
高
直
ニ
被
思
召
、

則
壱
匁
ツ
ヽ
ニ
御
定
被
成
候
事
、
則
代
銀
三
百
五
拾
四
匁
ニ

相
成
申
候

此
内
へ
中
白
米
八
斗
八
升
五
合
被
下
候

但
、
壱
人
ニ
弐
合
半
ノ
御
積
り
被
下
候

此
代
七
拾
目
八
分
也
、
但
八
拾
目
か
へ
ニ
被
成
候

引
残
而
弐
百
八
拾
三
匁
弐
分
、
則
此
銀
目
ヲ

村
々
高
割
ノ
内
ヘ
出
シ
申
候
事

�、御
賄
代
弐
拾
八
匁
五
分

伊
香
立
村
ノ
内
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下
在
地
村

但
、
未
六
月
七
日�
九
月
十
八
日
迄
ノ
御
賄
也

此
人
足
平
均
壱
人
ニ
壱
匁
五
分
ツ
ヽ
ノ
積
ニ
御
座
候
処
ニ
、

少
々
高
直
ニ
思
召
シ
、
壱
人
ニ
壱
匁
ツ
ヽ
ニ
御
定
被
成
候
、

則
人
足
拾
九
人
ニ
成
、
銀
目
も
拾
九
匁
ニ
て
候
、
此
内
へ
壱

人
ニ
中
白
米
二
合
五
勺
ツ
ヽ
被
下
候
、
米
〆
四
升
七
合
五
勺

也此
代
三
匁
八
分
也
、
但
八
拾
目
か
へ
ニ
被
仰
付
、
則
引
残
拾

五
匁
弐
分
ニ
相
成
、
則
此
銀
目
割
符
出
シ
申
候
事

�、右
之
外
不
何
事
寄
、
麁
抹
成
儀
有
之
ハ
、
疾
と
遂
吟
味
、
其

上
ニ
而
茂
不
埒
ニ
候
ハ
ヽ
、
此
方
ヘ
訴
可
申
候
、
必
麁
相
ニ

致
、
外
ニ
而
む
さ
と
噂
申
間
敷
候
、
随
分
正
路
ニ
致
物
こ
と

割
符
可
申
候

右
之
趣
、
申
ノ
卯
月
四
日
ニ
御
郡
方�
被
仰
渡
候
事

皮
屋
権
兵
衛
家

桶
や
五
兵
衛
家

表
三
間
、
裏
弐
間
半

清
左
衛
門
家

善
兵
衛
家

作
兵
衛
家

右
同
断

表
三
間
余

か
の
や
む
く
家

裏
弐
間
半

南
北
表
と
定
二
間
半

三
軒
共
ニ
同
事
也

裏
東
西
也
、
弐
間

右
之
通
、
申
卯
月
十
一
日
ニ
書
上
申
候

大
道
町
新
兵
衛
家

所
持
之
道
具
覚

�、古
キ
畳

十
状

(

帖)�、大
釜

壱
つ

�、手
桶

壱
つ�、八
升
な
へ

(

鍋)

壱
つ �、か

し
桶

壱
つ

右
之
通
御
座
候
由
、
一
郎
兵
衛�
申
来
り
、
則
竹
内
半
助
様

へ
書
付
指
上
申
候

申
卯
月
十
一
日

右
之
通
書
上
申
候
処
ニ
、
御
用
所�
傳
右
衛
門
様
ヲ
以
、
被

仰
渡
候
書
付
之
留

�、な
へ
三
つ

め
し
な
へ�、し
や
く
し

(

杓

子)

弐
つ

汁
な
へ

さ
い
な
へ

�、膳
椀
共

上
三
人
分�、食
櫃

壱
つ

�、膳
椀
共

下
一
人
分�、あ
ん
と
ん

(

行

灯)

壱
つ

�、た
ら
い

壱
つ�、手
た
ら
い

壱
つ

�、手
桶

壱
つ�、か
し
桶

壱
つ

�、た
ゝ
ミ

拾
畳�、は
し
包

壱
つ

右
之
通
、
拵
可
申
由
被
仰
付
候
、
若
無
之
候
ハ
ヽ
宿
代
す
く
な

き
由
被
仰
候
間
、
何
と
そ
こ
し
ら
へ
申
様
ニ
可
被
申
付
候
由
、

被
仰
渡
候
事

申
卯
月
十
日

�、申
四
月
十
九
日
ノ
夜
、
亀
田
傳
右
衛
門
様
御
出
被
仰
渡
候
ハ
、

去
ル
十
二
日
ニ
鶴
姫
君
御
逝
去
被
遊
候
間
、
鳴
物
御
停
示(

止)

ニ
被
仰
付
候
間
、
堅
相
守
候
様
ニ
町
々
へ
早
速
触
可
申
と
被

仰
渡
候
、
則
町
々
へ
申
渡
シ
候
事
、
村
々
へ
者
追
付
御
廻
状

ヲ
以
可
被
仰
遣
候
間
、
先
々
当
村
之
分
急
ニ
相
触
申
候
様
ニ

と
被
仰
付
候
事

�、先
日
鶴
姫
君
様
御
逝
去
被
遊
候
ニ
付
、
鳴
物
普
請
等
停
止
、

諸
事
隠
便
ニ
相
慎
可
申
旨
相
触
候
義
、
今
廿
四
日�
御
免
被

遊
候
間
、
左
様
ニ
相
心
得
可
申
候
、
以
上

四
月
廿
四
日
未
ノ
下
刻

亀
田
傳
右
衛
門
印

高
田
仁
右
衛
門
印

本
堅
田
初
御
下
中
四
通
ニ
て
出
申
候

未
之
下
刻
ニ
堅
田
出
ス

乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
願
申
上
候

�、御
用
人
足
之
内
、
屋
ね
瓦
葺
人
足
并
桶
屋
人
足
之
儀
、
常
人

足
代
ニ
而
者
、
相
勤
か
た
く
御
座
候
由
節
々
御
訴
訟
仕
候
得

共
、
憚
多
奉
存
延
引

仕
罷
有
候
、
此
度
少
々
御
用
ニ
御
座

候
処
ニ
難
勤
御
座
候
由
申
候
間
、
御
慈
悲
ニ
右
多
用
共
ニ
弐

匁
宛
ニ
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以
上

申
五
月

本
堅
田
村
庄
屋

喜
兵
衛
印

市
兵
衛
印

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

�、衣
川
筋
両
堤
之
竹
の
こ
時
分
ニ
候
処
ニ
牛
馬
は
な
し
置
候
様

相
見
へ
候
、
此
段
小
百
姓
へ
相
触
、
牛
馬
は
な
し
置
候
義
ハ

勿
論
、
竹
の
こ
ぬ
き
申
間
敷
申
候
、
尤
両
堤
竹
有
之
所
ニ
而
、

草
か
り
不
申
候
様
ニ
可
被
申
渡
候
、
衣
川
村
山
門
御
領
之
御

百
姓
江
も
堤
か
こ
い
の
事
ニ
候
間
、
其
旨
被
相
心
得
申
候
様

ニ
、
庄
屋
徳
左
衛
門
方
へ
可
被
相
達
候
、
以
上

申
五
月
六
日

亀
田
傳
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門

本
堅
田
村
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衣
川
村

右
庄
屋
中
ま
い
る

口
上
書
ヲ
以
申
上
候

此
度
湯
屋
仕
度
も
の
有
之
ハ
、
御
聞
立
何
方
ニ
て
成
共
致
さ
せ

候
様
ニ
と
被
為
仰
付
、
則
前
方
仕
候
者
ニ
相
尋
申
候
処
ニ
湯
屋

斗
ニ
而
ハ
渡
世
仕
か
た
く
、
又
は
た
こ
や
ヲ
も
仕
候
処
ニ
御
侍

衆
御
入
込
被
成
候
而
者
旅
人
中
々
宿
か
り
不
申
候
、
其
上
近
キ

頃�
病
身
ニ
罷
成
得
間
敷
由
申
候
、
其
外
町
々
へ
被
仰
付
候
趣

ヲ
以
委
聞
立
申
候
へ
共
、
望
手
無
御
座
候
ニ
付
、
御
断
申
上
候
、

以
上

申
五
月
十
四
日

本
堅
田
庄
や喜

兵
衛

市
兵
衛

高
田
仁
右
衛
門
様

�、水
所
村
々
水
込
稲
苗
間
々
損
候
田
地
へ
稗
植
ま
せ
不
申
稲
苗

大
節

(

切)

ニ
か
こ
い
、
時
節
過
候
と
も
稲
植
可
申
、
と
か
く
稲
と

ひ
へ
と
一
か
ふ
ま
せ
之
様
ニ
植
申
間
敷
候
、
稲
苗
ま
は
ら
ニ

有
候
ハ
ヽ
最
早
時
節
過
苗
無
之
候
と
も
、
稗
ヲ
ま
さ
し
不
申

指
置
可
申
旨
、
先
日
相
触
候
、
全
稲
苗
大
節
ニ
い
た
し
、
稲

損
候
田
地
へ
植
付
被
申
程
ハ
随
分
稲
植
可
申
候

�、壱
反
之
田
地
ニ
取
あ
つ
め
稲
壱
畝
程
も
ま
は
ら
ニ
残
り
申
田

地
、
又
者
一
反
之
内
十
歩
、
廿
歩
程
も
明

(

マ
マ)

通
分
立
稲
損
申
田

地
候
者
、
稗
ま
ざ
し
植
可
申
候

�、苗
植
申
時
節
過
候
者
、
水
干
之
田
地
へ
例
年
之
通
稲
植
可
申

候
右
之
通
末
々
小
百
姓
迄
無
油
断
可
被
申
仕
候
、
以
上

五
月
廿
三
日

亀
田
傳
右
衛
門
印

高
田
仁
右
衛
門
印

下
小
川
村
、
太
田
村
、
鴨
村

新
保
村
、
濱
分
村
、
北
仰
村
、
桂
村

右
村
々
庄
屋
中

去
未
ノ
酒
運
上
之
内
、
半
分
如
例
年
六
月
三
日
上
納
仕
候
様
ニ

酒
や
中
へ
可
被
申
渡
候
、
以
上

五
月
廿
三
日

亀
田
傳
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門

本
堅
田庄

や
中

真
野
沢
村

庄
や
中

口
上
書

�、今
度
外
輪
町
傳
四
郎
一
義
出
来
仕
、
私
同
町
之
義
ニ
候
得
者
、

笑
止
ニ
奉
存
色
々
と
取
持�
申
候
へ
と
も
、
双
方
共
ニ
得
心

無
御
座
、
永
々
ニ
も
相
成
様
ニ
罷
成
候
ニ
付
、�
ヲ
も
止
申

候
、
其
砌
増
田
善
兵
衛
殿
方
へ
与
風
参
り
、
此
度
之
義
色
々

と
奉
存
候
へ
と
も
、
双
方
無
得
心
、
其
迄
傳
四
郎
申
候
者
、

書
付
ニ
而
も
可
仕
程
ニ
腹
ヲ
立
居
申
候
と
善
兵
衛
殿
内
義
へ

咄
申
候
、
此
外
と
と

(

徒

党)

う
・
連
判
仕
候
と
者
、
怒
々
不
申
候

�、先
月
廿
日
之
夜
そ
う
と
う

(

騒

動)

仕
候
砌
、
善
兵
衛
殿�
私
ヲ
呼
寄
、

双
方�
も
い
た
し
相
済
可
申
か
と
も
存
候
処
ニ
、
ケ
様
ニ
や

か
ま
し
き
事
出
来
之
義
如
何
い
た
し
た
る
事
わ
や
と
お
し
か

り
被
成
候
、
然
共
右
申
上
候
通
、�
前
方
ニ
止
申
候
故
、
此

度�
私
か
ま
ひ
不
申
候
よ
し
、
此
外
何
事
も
咄
不
申
候
、
以

上
申
二
月
十
四
日

庄
次
郎
印

口
上
書
之
覚

�、此
度
当
丁
傳
四
郎
義
ニ
付
、
若
キ
者
共
と
と
う
・
連
判
仕
候

由
、
御
沙
汰
御
座
候
故
、
一
々
吟
味
仕
候
処
ニ
、
左
様
之
義

曽
而
申
者
無
御
座
候
、
為
其
口
上
書
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

申
六
月
十
三
日
夜

ト
川
町
年
寄彦

兵
衛
印

同
断

又
右
衛
門
印

�、申
ノ
七
月
二
日
ニ
外
川
丁
傳
四
郎
義
親
傳
兵
衛
へ
百
日
之
間

御
預
ヶ
被
仰
付
候
事
、
同
丁
年
寄
彦
兵
衛
・
又
右
衛
門
儀
役

義
被
召
上
、
其
上
百
日
ノ
間
畢(

逼
塞)

足
仕
候
様
ニ
と
被
仰
付
候

事
七
月
五
日
、
本
福
寺
御
出
、
彦
兵
衛
・
又
右
衛
門
義
幾
重
ニ
も

詫
言
致
く
れ
候
様
ニ
と
達
而
御
頼
被
成
候
ニ
付
、
無
拠
手
代
衆

迄
申
上
候
処
ニ
、
い
ま
た
余
日
も
無
之
所
、
先
々
御
止
被
成
候

様
ニ
と
被
仰
付
候
事
、
則
本
福
寺
へ
彦
右
衛
門
ヲ
以
申
入
候
処

ニ
御
か
ま
い
な
く
御
郡
方
初
外
記
様
へ
直
ニ
御
出
被
成
候
事

�、寺
ノ
図
子
木
戸
口
之
儀
、
朝
ハ
六
つ
過
ニ
明
ケ
、
夕
部
ハ
六

つ
前
ニ
さ
し
、
其
上
錠
鎰
御
渡
シ
被
成
候
間
、
向
後
其
役
義

仕
候
様
ニ
と
御
用
所
ニ
而
平
井
太
右
衛
門
様
喜
兵
衛
ニ
被
仰

付
候
事
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申
七
月
十
日
之
朝

�、外
川
町
傳
四
郎
義
、
光
徳
寺
御�
ニ
而
七
月
十
六
日
夜
、
御

赦
免
被
為
仰
付
候
事

�、御
用
所�
御
状
箱
弐
つ
、
内
壱
つ
三
州
赤
坂
万
年
三
左
衛
門

様
へ
参
候
、
壱
つ
ハ
江
戸
植
木
惣
兵
衛
様
へ
参
候
御
状
ニ
而

御
座
候
、
野
々
内
勘
四
郎
ニ
為
持
、
大
津
勘
三
郎
へ
七
月
十

七
日
ニ
遣
ス
事

昨
十
七
日
、
青
山
又
兵
衛
・
竹
内
茂
左
衛
門
御
用
人
ニ
被
仰
付

候
、
左
様
ニ
可
相
心
得
候
、
村
々�
寄
々
御
悦
ニ
参
仕
可
申
候
、

為
其
如
此
ニ
、
以
上

七
月
十
八
日

亀
田
傳
右
衛
門
印

高
田
仁
右
衛
門
印

村
々
三
通
ニ
て
出
ル

な
し

口
上
書
を
以
御
願
申
上
候

�、拙
僧
儀
、
寺
及
大
破
申
候
得
共
、
修
覆
可
仕
様
無
御
座
迷
惑

仕
候
、
就
夫
御
領
分
滋
賀
郡
本
堅
田
衣
川
村
堤
河

(

挿
入�)
原
ニ
而
辻

ほ
う
か

(

奉

加)

い
た
し
度
奉

(

挿
入�)

願
候
、
右
之
趣
被
聞
召
分
被
仰
付
被
下

候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

｢ (

挿
入
１)

河
原
ニ
て
何
と
そ
五
日
之
内｣

｢ (

挿
入
２)

此
物
成
を
以
寺
修
復
仕
度
奉
願
候
、
御
慈
悲
之
上
、
右
之

通｣宝
永
元
年
申

西
道
場

七
月
廿
一
日

祐
玄
印

御�
奉�
行�
様�高田仁右

衛
門
殿

亀
田
傳
右
衛
門
殿

手
形
之
事

�、此
吉
入
と
申
者
、
当
村
百
姓
甚
七
と
申
者
之
悴
ニ
紛
無
御
座

慥
成
者
ニ
而
御
座
候
、
為
其
手
形
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

江
州
高
嶋
郡

宝
永
元
年
申
六
月

上
開
田
村

庄
屋
八
兵
衛
印

御
家
主
様

寺
請
状
之
事

�、此
吉
入
与
申
者
浄
土
宗
ニ
而
代
々
当
寺
旦
那
ニ
紛
無
御
座
候
、

若
御
法
度
之
切
支
丹
宗
門
抔
と
申
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
拙
僧
罷

出
急
度
可
申
披
候
、
為
後
日
仍
而
請
状
如
件

年
号
月
日
同
前

京
知
恩
院
末
寺

江
州
高
嶋
郡
上
開
田
村

称
念
寺
印

付
紙
ニ
而

御
当
テ
所

不
存
候
故
書
不
申
候

一
札

此
度
字
鳥
井
前
ニ
而
あ
や
つ
り
仕
候
内
、
金
銀
之
出
入
并
喧
嘩

口
論
致
せ
申
ま
し
く
候
、
若
い
ケ
様
之
六
ケ
敷
御
義
出
来
仕
候

共
、
各
へ
少
も
御
難
掛
ケ
申
間
敷
候
、
為
其
一
札
如
此
ニ
御
座

候
、
以
上

宝
永
元
年
申
七
月
廿
八
日

勧
進
本

祐
玄
印

請
人

西
之
切

傳
兵
衛
印

同
断

甚
三
郎
印

同
断

市
兵
衛
印

証
人

東
猟
師

十
兵
衛
印

本
堅
田御

庄
や
中
ま
い
る

覚

�、其
浦
々
舟
改
帳
面
前
々
之
通
相
認
、
来
ル
八
月
十
日�
同
廿

五
日
迄
ニ
持
参
可
有
之
候

�、帳
面
前
々
之
通
寸
法
無
違
美
濃
大
な
を
し
に
て
相
認
、
上
下

た
ち
切
不
申
持
参
可
被
申
候

�、か
し
舟
仕
候
者
ハ
帳
面
来
ル
八
月
朔
日�
同
十
日
迄
ニ
可
被

差
越
候
、
右
帳
面
名
違
・
同
判
等
無
之
様
ニ
入
念
相
認
日
限

無
違
可
被
差
出
候
、
以
上

申
七
月
廿
四
日

鈴
木
金
兵
衛
印

大
津�
坂
本
、
比
叡
辻
、
苗
鹿
、
雄
琴

本
堅
田
、
同
所
西
之
切

今
堅
田
へ

申
七
月
廿
八
日
ニ
為
持
遣

乍
恐
口
上
書
ヲ
以
申
上
候

�、酒
波
山
御
林
御
用
割
木
人
足
之
儀
、
累
年
多
入
申
ニ
付
何
と

そ
人
足
減
可
申
様
ニ
了
簡
仕
候
様
ニ
被
為
仰
付
難
有
奉
存
候

事
�、御
用
割
木
之
儀
御
入
用
次
第
御
奉
行
様
御
積
り
の
束
数
ヲ
以
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立
木
御
渡
シ
被
為
下
候
様
ニ
奉
願
候
、
然
上
ハ
御
用
割
木
無

滞
急
度
差
上
可
申
候
、
且
又
立
木
伐
採
申
時
節
ハ
三
月
・
七

月
両
度
ニ
被
為
仰
付
可
被
下
候
御
事

�、当
年
之
儀
ハ
只
今
割
木
御
入
用
程
立
木
御
渡
シ
可
被
下
候
御

事
�、割
木
長
サ
壱
尺
五
寸�
六
寸
迄
、
廻
り
ハ
弐
尺
四
寸�
五
寸

迄
の
割
木
ヲ
以
御
用
ニ
立
可
申
上
候
御
事

�、御
奉
行
様
被
下
候
ハ
ヽ
伐
申
木
ニ
極
印
被
遊
候
ハ
ヽ
、
我
々

勝
手
ニ
伐
採
申
様
ニ
奉
願
候
御
事

右
之
通
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

志
賀
郡
惣
代

本
堅
田
村
庄
や

宝
永
元
年
申
八
月

喜
兵
衛
印

市
兵
衛
印

千
野
村
庄
や

清
右
衛
門
印

普
門
村
庄
や

半
兵
衛
印

下
在
地
村
庄
や市

郎
兵
衛
印

葛
川
坂
下
村
庄
や

庄
三
郎
印

北
比
良
村
庄
や善

兵
衛
印

下
小
川
村
庄
や市

大
夫
印

北
高
嶋
惣
代
濱
分
村
庄
や

安
左
衛
門
印

御
奉
行
様

覚

�、松
拾
五
本

末
口
六
寸
、
長
弐
間

代
銀
五
拾
弐
匁
五
分
、
壱
本
ニ
付

三
匁
五
分
ツ
ヽ

�、同
拾
五
本

末
口
五
寸
、
長
弐
間

代
銀
四
拾
五
匁
、
壱
本
ニ
付
三
匁
ツ
ヽ

�、同
四
拾
本

末
口
四
寸
、
長
弐
間

代
銀
八
拾
匁
、
壱
本
ニ
弐
匁
ツ
ヽ

�、板
木
六
本

長
壱
間
、
末
口
九
寸
壱
尺

但
、
此
板
拾
弐
間

代
銀
四
拾
八
匁
、
壱
間
四
匁
ツ
ヽ

〆
弐
百
弐
拾
五
匁
五
分

�、松
木
長
弐
間
、
末
口
六
寸

拾
五
本

�、同
長
弐
間
、
末
口
五
寸

拾
五
本

�、同
長
弐
間
、
末
口
四
寸

四
拾
本

�、同
長
壱
間
、
板
木
末
口
九
寸
壱
尺

六
本

〆
此
人
足
平
均
百
廿
三
人

但
、
根
伐
・
枝
葉
取
置
・
山
出

シ
・
津
出
し
共
ニ

右
人
足
銀
百
四
拾
七
匁
六
分

船
賃
銀
四
拾
目

二
口
合
百
八
拾
七
匁
六
分

申
八
月
廿
日
ニ
御
用
所�
右
書
付
出
ル

酒
波
山
へ
参
ル
衆
中

伊
か
立

市
郎
兵
衛

杣
四
人

い
ケ
立
二

大
野
村

伊
兵
衛

大
の
一

堅
田
村

十
郎
右
衛
門

千
の
一

小
川
村

市
大
夫

�、明
後
六
日
田
方
為
小
検
見
大
嶋
外
記
・
青
山
又
兵
衛
・
竹
田

茂
左
衛
門
・
高
仁

(

田
脱)

右
衛
門
・
傳
右
衛
門
被
罷
出
候

�、駕
籠
人
足
七
挺
分
・
挟
荷
持
五
荷
・
荷
物
十
固
・
歩
棹
持
壱

人
・
合
羽
持
弐
人
、
村
々
可
申
付
置
候

�、濱
分
村
迄
直
ニ
被
罷
通
候
間
、
例
年
之
通
人
足
次
申
場
所
之

道
筋
江
庄
や
役
人
人
足
召
連
罷
出
相
待
可
申
候

�、南
小
松
村
ニ
而
上
下
拾
九
人
分
昼
食
支
度
可
仕
候

�、濱
分
村
宿
割

大
嶋
外
記

勘
五
郎
家
上
下
五
人

青
山
又
兵
衛

竹
田
茂
左
衛
門

太
郎
助
家
上
下
八
人

高
田
仁
右
衛
門

亀
田
傳
右
衛
門

庄
や安
左
衛
門
隠
居
上
下
四
人

田
中
文
内

中
村
庄
介

太
郎
右
衛
門
家
上
下
弐
人

右
之
通
宿
用
意
可
被
申
付
候
、
先
日
申
触
候
通
酒
堅
禁
制
ニ
可

仕
候
、
以
上
、

九
月
四
日

中
村
庄
介

田
中
文
内
印

沢
村
・
北
比
良
村
・
南
小
松
村
・
鴨
村
・
下
小
川
村

太
田
村
・
下
古
賀
村
・
新
保
村
・
濱
分
村
・
北
仰
村
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桂
村
・
酒
波
村
・
岸
脇

庄
や
中

尚
々
雨
ふ
り
候
ハ
ヽ
七
日
ニ
被
召
出
候
、
可
被
得
其
意
候
、

く
も
り
分
ニ
而
ハ
六
日
ニ
可
被
参
候
、
以
上

又
駕
籠
弐
挺
ハ
村
々
ニ
而
次
か
へ
可
申
候
間
其
用
意
尤
ニ
候
、

と

ゆ

(

桐
油)

な
と
も
有
之
ヲ
支
度
可
有
之
候

覚

(

貼
紙)

｢

当
申
年
寒
造
酒
分
量｣

�、当�
申�
年�
寒�
作�
酒�
分�
量�
之�
儀�
之
儀
、
元
禄
十
丑
年
酒
造
米
之
五

分
一
之
積
可
限
之
事

�、当
暮
寒
造
之
外
新
酒
一
切
可
為
停
止
候
、
年
内
若
新
酒
商
売

仕
者
於
之
有

(

マ

マ)

者
僉
議
之
上
可
為
曲
事
事

�、来
酉
春
右
酒
造
米
高
之
外
造
懸
ケ
候
儀
、
可
為
停
止
事

�、前
々
よ
り
人
茂
存
造
酒
斗
家
業
に
仕
来
候
、
所
々
者
書
付
を

以
御
勘
定
所
ヘ
相
伺
候
上
ニ
而
、
丑
ノ
年
酒
造
米
高
三
分
一

之
積
可
造
之
事

�、新
規
之
造
酒
屋
弥
可
為
停
止
事

右
之
通
諸
国
共
ニ
堅
可
相
守
之
、
所
々
奉
行
・
御
代
官
、
私
領

者
地
頭�
入
念
之
相
違
無
之
様
ニ
幾
度
茂
改
之
急
度
可
被
申
付

候
、
為
御
救
被
仰
出
候
間
能
々
可
有
吟
味
候
、
以
上

申
八
月
日

右
之
通
従
公
儀
今
度
造
酒
御
吟
味
之
御
書
付
被
仰
出
候
、
村
々

酒
屋
共
拝
見
仕
急
度
相
守
可
申
候
、
此
御
書
付
写
留
置
、
勿
論

酒
屋
名
之
所
ニ
印
判
仕
、
早
々
相
廻
し
可
申
候
、
留
り
之
村�

此
方
江
返
し
可
申
候
、
以
上

亀
田
傳
右
衛
門
印

九
月
九
日

高
田
仁
右
衛
門
印

竹
内
茂
左
衛
門
印

青
山
又
兵
衛
印

北
仰
村
庄
や
安
大
夫
、
同
甚
右
衛
門
、
同
村
酒
や
源
大
夫
、
同

村
酒
や
伊
右
衛
門
、
桂
村
庄
や
三
郎
右
衛
門
、
同
村
酒
や
庄
兵

衛
、
濱
分
村
庄
や
太
郎
兵
衛
、
同
安
左
衛
門
、
同
村
酒
や
勘
兵

衛
、
北
比
良
村
庄
や
善
兵
衛
、
同
村
酒
や
市
左
衛
門
、
沢
村
庄

や
三
右
衛
門
、
同
村
酒
や
又
右
衛
門
、
本
堅
田
庄
や
喜
兵
衛
・

市
兵
衛
、
同
村
酒
や
八
郎
兵
衛
・
六
右
衛
門
・
吉
兵
衛
・
清
十

郎
・
五
兵
衛
・
孫
六
、
右
酒
屋
中
ま
い
る

済
状
之
事

�、西
之
切
小
網
猟
師
と
釣
猟
師
と
和
邇
浦
ニ
而
致
口
論
、
既
御

公
儀
様
へ
御
訴
訟
被
申
上
候
処
ニ
、
私
共
気
の
毒
ニ
奉
存�

申
候
処
、
被
致
得
心
、
先
規
之
通
相
済
申
候
、
然
上
者
於
此

儀
ニ
双
方
申
分
少
茂
無
御
座
候
、
仍
而
済
状
如
件

西
ノ
切
年
寄

宝
永
元
年
申
九
月

弥
十
郎
印

吉
郎
兵
衛
印

釣
猟
師
年
寄

三
郎
右
衛
門
印

太
兵
衛
印

曖
人
本
堅
田
庄
や

八
郎
兵
衛
印

十
郎
右
衛
門
印

キ
兵
衛
印

御
奉
行
様

市
兵
衛
印

当
御
年
貢
皆
済
無
之
以
前
、
米
穀
一
切
他
所
へ
出
シ
申
間
敷
候
、

若
相
背
も
の
在
之
者
、
急
度
可
申
付
也

申
九
月

右
之
通
村
々
小
百
性
迄
不
残
申
渡
候
、
勿
論
前
々
之
通
札
ニ
書
、

村
々
御
制
札
場
ニ
建
之
可
申
候
、
以
上

申
九
月
廿
一
日

亀
田
傳
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門

本
堅
田
村
庄
屋
中
ま
い
る

右
之
通
三
通
ニ
而
村
々
廻
り
申
候

御
殿
之
内
、
屋
ね
御
用
小
麦
わ
ら
覚

高
四
百
弐
拾
束
之
内

済�、五
拾
五
束

衣
川
村

此
内
四
十
束
来
候

�、八
拾
五
束

千
野
村

済�、三
拾
束

沢
村

済�、廿
五
束

谷
口
村

済�、四
拾
五
束

大
野
村

�、六
拾
五
束

普
門
村

此
内

済�、六
拾
五
束

下
在
地

済�、五
拾
束

向
在
地

右
当
月
廿
日
迄
御
出
し
可
有
様
ニ
被
仰
付
候

御
用
割
木
之
覚

�、高
弐
千
束
之
内

五
百
五
十
束

千
野
村

三
百
束

大
野
村
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四
百
五
十
束

普
門
村

四
百
束

下
在
地
村

三
百
束

向
在
地
村

右
之
通
村
々
へ
申
遣
候
様
ニ
と
被
仰
付
如
此
御
座
候
、
遅
仕
候

て
ハ
急
御
用
ニ
立
申
間
敷
候
、
片
時
も
は
や
く
御
申
付
可
有
候

と
申
遣
候
事

阿
部
豊
後
守
様
今
月
十
七
日
ニ
御
逝
去
被
遊
候
、
依
之
今
廿
四

日�
廿
六
日
迄
遊
興
之
鳴
物
停
止
被
仰
付
候
条
、
末
々
迄
堅
ク

相
慎
申
様
可
被
申
付
候
、
以
上

亀
田
傳
右
衛
門

申
ノ
九
月
廿
四
日

高
田
仁
右
衛
門

本
堅
田
村
庄
や
中

乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
願
申
上
候

�、当
年
御
田
地
御
検
分
被
遊
被
下
忝
奉
存
候
、
御
田
地
立
毛
之

義
被
為
仰
付
候
通
、
随
分
念
之
入
委
細
ニ
内
見
仕
差
上
ケ
申

候
、
前
広
奉
存
候�
相
違
仕
穂
な
ミ
悪
敷
取
実
減
シ
申
候
、

勿
論
内
検
仕
候
時
節
未
熟
ニ
御
座
候
故�
、
只
今
ニ
罷
成
合

歩
も
減
シ
申
候
、
乍
恐
御
了
簡
被
遊
被
下
、
御
免
合
之
義
御

下
ケ
被
為
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

本
堅
田
庄
屋

宝
永
元
年
申
十
月
十
五
日

喜
兵
衛

同

市
兵
衛

年
寄

次
郎
左
衛
門

同

彦
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

口
上
書
ヲ
以
御
願
仕� 申

候

�、私
本
宅
東
之
軒
ニ
裏
町
へ
通
小
路
御
座
候
、
此
小
路
ヲ
東
堀

際
へ
廻
し
、
私
東
ニ
御
座
候
小
家
ヲ
本
宅
と
一
所
ニ
仕
度
奉

存
候
、
尤
町
内
之
衆
中
ニ
何
之
か
ま
い
も
無
御
座
候
間
、
被

為
仰
付
被
下
候
様
ニ
御
申
上
奉
存
候
、
以
上

宝
永
元
年

東
の
ゝ
内
丁

申
十
月

清
右
衛
門
印

同
丁
年
寄

庄
兵
衛
印

御
庄
屋
中

右
願
之
通
被
為
仰
付
被
下
候
者
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

堅
田
庄
屋

喜
兵
衛
印

市
兵
衛
印

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

覚

�、其
浦
ニ
当
申
年
船
御
運
上
銀
、
来
ル
十
一
月
朔
日�
五
日
迄

上
納
可
有
之
、
為
其
如
此
ニ
候
、
以
上

申
十
月
十
七
日

鈴
木
金
兵
衛

大
津�
わ
ら

(

藁
薗)

す
の
ま
て

�、当
御
物
成
免
定
下
札
相
渡
し
候
間
、
明
後
五
日
村
々
庄
屋
壱

人
宛
可
被
参
候
、
以
上

十
一
月
三
日

亀
田
傳
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門

本
堅
田
・
谷
口
・
衣
川

千
野
・
赤
塚

右
庄
屋
中

内

一
表

(

俵)

の
ゝ
内

一
表

大
道

壱
表
三
斗
一
升

と
川

�、餅
米
三
俵
三
斗
一
升

堅
田
村

内
壱
俵
急
ニ
入
用
ニ
候
間
、
二
、
三
日
中
ニ

御
蔵
へ
可
納
候

赤
無
之
様
ニ
残
ル
分
当
十
五
日
迄
ニ

高
田
仁
右
衛
門
様�
被
仰
付
候

十
一
月
廿
一
日

�、な
わ
百
把

内
四
拾
把
ふ
と
な
わ

此
内
拾
五
わ
東

廿
五
わ
西

三
拾
把
中
な
わ

此
内
十
一
わ
東

十
九
わ
西

三
拾
把
細
な
わ

此
内
十
一
わ
東

十
九
わ
西

右
両
之
通
三
尺
ニ
五
十
尋
一
わ
ニ
し
て
、
来
正
月
廿
九
日
迄
ニ

可
相
納
者
也
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当
申
之
先
納
米
直
段

弐
俵
半
壱
石
ニ
付

代
銀
六
拾
九
匁
七
分
五
厘

金
五
拾
八
匁
か
へ

右
之
通
大
津
相
場
、
当
月
朔
日�
廿
日
迄
平
均
之
内
江
拾
匁
ニ

壱
合
ツ
ヽ
下
ケ
如
此
ニ
候
、
村
々
可
得
其
意
候
、
以
上

十
一
月
廿
四
日

高
田
仁
右
衛
門
印

御
下
中
へ
二
通
ニ
て
出
ル

右
之
通
出
申
候
へ
共
、
相
違
仕
候
由
ニ
て
又
々
御
触
状
出
申
候

事
、
則
左
ニ
有

当
申
之
先
納
米
直
段
之
義
、
先
達
而
申
遣
候
義
相
違
候
間
、
此

度
相
触
候
間
此
廻
状
之
通
ニ
可
被
致
勘
定
候

�、弐
俵
半

但
石
五
升
廻
し
ニ
シ
テ

此
代
銀
六
拾
八
匁
四
厘
九
毛

但
利
足
壱
分
五
厘
ニ
シ
テ

奥
書
ハ
右
之
通
ニ
御
座
候
事

申
十
一
月
廿
四
日

高
田
仁
右
衛
門
印

乍
恐
口
上
書
ヲ
以
奉
願
上
候

�、此
度
御
用
先
納
金
六
百
両
御
下
中
へ
被
為
仰
付
候
然
共
時
節

悪
敷
難
調
候
ニ
付
、
段
々
御
断
申
上
候
得
共
、
無
拠
御
要
用

之
由
被
為
仰
付
、
我
々
共
打
寄
種
々
相
談
仕
候
得
共
、
当
御

物
成
御
勘
定
ニ
指
閊
六
百
両
差
上
ケ
候
儀
幾
重
ニ
而
御
請
難

仕
候
、
然
と
も
御
意
重
ク
奉
存
候
得
ハ
、
三
百
両
ハ
何
と
そ

才
覚
仕
、
当
月
廿
日
過
迄
ニ
差
上
ケ
可
申
と
奉
存
候
、
尤
先

納
代
米
御
直
段
之
儀
霜
月
十
日�
廿
日
迄
平
均
御
直
段
ヲ
以

熊
川
相
場
と
御
引
合
、
御
用
捨
被
為
成
可
被
下
候
、
且
又
御

免
合
之
義
当
年
者
壱
分
通
御
下
ケ
被
為
成
下
難
有
奉
存
候
、

併
累
年
御
取
ケ
高
免
ニ
被
為
仰
付
、
村
々
難
儀
仕
候
、
畏
御

慈
悲
ニ
末
々
百
姓
相
続
仕
候
様
ニ
御
救
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
、

難
有
可
奉
存
候
、
以
上

申
極
月

本
堅
田
村
庄
や

市
兵
衛

喜
兵
衛
初

御
下
中
庄
や
不
残

連
判
仕
差
上
申
候

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

�、御
用
之
義
有
之
候
間
、
当
四
日
四
つ
時
分
ニ
堅
田
へ
参
着
候

様
ニ
可
被
参
候
、
壱
人
も
不
参
被
致
間
敷
候
、
以
上

十
二
月
朔
日

高
田
仁
右
衛
門
印

亀
田
傳
右
衛
門
印

堅
田
・
千
野

衣
川
・
赤
塚庄

や
中

覚

来
酉
年
た
は
こ
作
り
候
義
、
当
申
年
之
通
去
午
年
迄
作
り
候
高

之
半
分
作
之
、
残
ル
半
分
之
所
ニ
ハ
土
地
相
応
之
穀
類
可
作
之

候
、
若
相
背
者
於
有
之
者
、
可
為
曲
事
由
、
御
料
ハ
奉
行
・
御

代
官
、
私
領
ハ
地
頭
よ
り
急
度
可
被
申
付
候
、
右
之
趣
此
方�

可
申
通
旨
、
御
老
中
被
仰
候
間
如
此
ニ
候
、
前
方
御
触
書
之
通

無
相
違
様
ニ
可
被
申
付
候
、
以
上

本
多
弾
正
少
弼

(

忠
晴)

申
十
二
月

松
前
伊
豆
守

(

嘉
広)

丹
羽
遠
江
守

(

長
守)

荻
原
近
江
守

(

重
秀)

右
之
通
今
度
従
御
公
義
被
仰
出
候
間
、
村
々
庄
や
・
年
寄
拝
見

仕
、
其
旨
を
奉
存
、
末
々
小
百
姓
迄
急
度
為
相
守
可
申
候
、
若

相
背
者
於
有
之
者
、
本
人
ハ
不
及
申
ニ
、
庄
や
・
年
寄
迄
急
度

曲
事
被
仰
付
候
者
也

申
十
二
月

亀
田
傳
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門

別
紙
御
触
書
之
通
村
々
ニ
而
拝
見
仕
、
其
旨
能
々
可
相
守
候
、

た
は
こ
作
候
田
地
来
春
相
改
候
間
、
兼
而
左
様
ニ
可
被
相
心
得

候
、
尤
別
紙
之
御
触
書
村
々
ニ
写
置
、
末
々
小
百
姓
迄
能
々
申

聞
セ
相
守
可
申
候
、
以
上

十
二
月
十
五
日

亀
田
傳
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門

本
堅
田
村

衣
川
村

千
野
村

赤
塚
村

右
村
々
御
庄
や
中

帰
り
手
形
之
事

合
銀

(

割
印)

拾
四
貫
五
百
九
十
五
匁
三
分
壱
り
者

未
十
二
月
ニ
差
上
申
候
先
納
御
手
形
壱
通
当
分
相
見
へ
不
申
候
、

追
付
尋
出
し
差
上
可
申
候
、
当
分
御
勘
定
指
閊
申
付
帰
り
手
形

如
此
御
座
候
、
以
上
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本
堅
田
村
庄
や

喜
兵
衛
印

市
兵
衛
印

宝
永
元
年
申
十
二
月
廿
四
日

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

酉
歳
留
帳

覚

合
銀
六
百
七
拾
壱
匁
壱
分
五
厘
五
毛
也

右
者
本
堅
田
村
為
先
納
銀
慥
請
取
候
、
然
上
者
来
酉
之
霜
月
中

御
物
成
米
ヲ
以
差
引
勘
定
可
申
者
也

亀
田
傳
右
衛
門
印

宝
永
元
年
申
十
二
月
晦
日

高
田
仁
右
衛
門
印

竹
田
茂
左
衛
門
印

新
留
帳
へ
写
申
候

青
山
又
兵
衛
印

本
堅
田
村
大
工木

挽
中

酉
川
普
請
内
見
覚

鳥
居
前
上
ノ
方
ニ
て

�、堤
笠
置
百
間
奥
ノ
堤
高
ノ
内
へ
一
所
ニ
入
ル

同
所
西
ノ
方

�、大
は
ね

壱
つ

同
所
所
々
ニ
而

�、小
は
ね

四
つ

同
所

�、同�
三�
つ� 同

所

同
所
お
り
と�
西
ノ
方

�、蛇
か
ご

弐
拾
間

但
拾
間
物
四
つ
ニ
可
致
事

同
所
お
り
と�
東
へ

�、し
や
か
こ

三
拾
間

上
拾
間
二
つ
重

下
拾
間
一
つ
重

か
う
水

�、同
弐
拾
四
間

十
二
間
物
二
つ
ニ
可
仕
候

北
□

(

井)

戸
頭

�、同
七
拾
間

上
廿
間
壱
つ
重

六
十
間

下
廿
間
弐
つ
重

野
入
之
頭

�、同
三
拾
六
間

拾
八
間
物
二
つ
重

同
下
ノ
方

�、し
か
ら
み

拾
八
間

う
し
て

(

牛
手)

ノ
頭

�、し
や
か
こ

弐
拾
間

拾
間
物
二
つ
重

同
下
ノ
方

�、同
弐
拾
六
間
物
壱
つ

十
三
間
物
弐
つ
ニ
可
仕
候

□

(

ほ)

こ
ら
ノ
頭�
川
中
七
右
衛
門
畑
頭
迄

�、し
か
ら
ミ

弐
拾
間

下
浜
入
ノ
頭

�、同
拾
間

同
二
郎
右
衛
門
田
頭

�、同
拾
弐
間

新
川
つ
く
田
壱
町
ノ
間

�、大溝�
し
か
ら
み
六
拾
間

同
所

�、橋
ノ
上
下
し
か
ら
み
拾
六
間

�、溝
ノ
中
ニ
同

拾
間但

壱
間
ツ
ヽ
十
所
ニ
可
仕
候

�、溝� 橋

ノ
上
手
ニ
扇�
板�
、
繕�
は
ね
両
方
繕
御
座
候

○
溝
幅
六
尺
・
五
尺
・
四
尺
・
三
尺

石
は
し�
下

�、二
重
堤

三
百
間�
拾
八
間
、
溝
浚
○

〆
壱
丈
八
尺
、
平
均
四
尺
五
寸

溝
中
ニ
積
□

溝
深
サ
壱
尺

�、同
所
石
橋�
上
弐
百
四
拾
四
間

此
川
筋
ハ
真
野
村
と
立
会
ニ
而
御
座
候
故
半

掛
り
、
人�
足�
百
弐
拾
弐
間
分
掘
可
申
候

し
や
か
こ
〆
弐
百
拾
四
間

此�
杭�はね〆

五
つ

し
か
ら
ミ
〆

百
四
拾
六
間

牛
手

鳥
井
前
・
な
つ
め
た
ノ
頭
・
臼
た
・
あ
い
へ
・
川
中
・
同
所
下

川
中

�、堤
か
さ
置

三�
百�
六�
拾�
間�
○
は
ら
付

四
百
廿
間

所
々
裏
付
も
御
座
候

衣
川
南
か
わ
・
野
入
ノ
頭
・
上
浜
入
・
下
浜
入

○
腹
付

�、堤
百
八
拾
間

笠
置
所
々
裏
付
も
御
座
候

累
年�
か
ご
・
し
か
ら
み
共
ニ
大
分
ニ
而

�、杭
数
之
儀
重�
而�
御
座
候
間
、
累
年�
ハ

弐
百
本
斗
も
御
増
シ
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被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ

可
忝
候

は
か
ま
・
あ
ミ
田
ノ
川
へ
り

�、土
手
崩
拾
間

右
之
通
衣
川
筋
并
二
重
新
川
二�
重�
堤
御
普
請
場
所
内
見
仕
候
処
、

如
此
御
座
候
、
猶
又
御
検
分
ノ
上
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上

本
堅
田
村
庄
や

二
月

市
兵
衛

同

キ
兵
衛

年
寄

二
郎
右
衛
門

同

彦
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
傳
右
衛
門
様

(

裏
表
紙
・
白
紙)

�付
記�伊

豆
神
社
宮
司
平
野
修
保
氏
、
責
任
役
員
佐
倉
節
夫
氏
を
は

じ
め
氏
子
総
代
の
皆
様
に
は
、
本
研
究
に
つ
い
て
ご
理
解
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
大
津
市
歴
史

博
物
館
に
は
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
記
し
て

謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

(｢

譜
代
小
藩
堅

田
藩
の
基
礎
的
研
究
│
地
域
社
会
の
変
容
と
藩
政
の
展
開
│｣

(

基
盤
研
究�(

研
究
課
題
番
号：

25370808)

、
研
究
代
表
者

東
谷
智)

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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